
関西防災・減災プラン 感染症対策編（鳥インフルエンザ・口蹄疫等）改訂  

第1回計画策定委員会後の主な変更点 
 

関西防災・減災プラン 感染症対策編（鳥インフルエンザ、口蹄疫等）改訂について第1回計画

策定委員会後の主な変更点は以下のとおり 

 
１ 第１回計画策定委員会意見を踏まえた変更 

 委員意見 頁 対 応 

① 防疫措置は府県畜産主務

課が中心に対応し、広域連

合はそれを支援するとい

う位置づけを明記すべき 

P1 「１プランの目的」に、「関西広域連合が、構成団体・

連携県及び市町村、国、関係機関と連携して、危機管理

の観点から、関西圏域の情報共有を図り、防疫措置に伴

う関連業務等の応援・受援に必要な広域調整や、関西で

の統一的な情報発信等を実施するための方針を取りま

とめるもの」と明記。 

② 家畜伝染病の情報が得ら

れるサイトを参考情報と

して掲載すべき 

P12 「７ 対象とする家畜伝染病及び留意点」の注釈とし

て、農林水産省及び農研機構のサイトを掲載。 

③ 関西圏の家畜の飼養密度

を表した地図はハザード

マップの役割を果たすの

で掲載すべき 

P16-18 

 

牛・豚等・鶏別に、市町村単位の飼養密度図として更新。 

④ ワクチンの融通が重要な

役割を果たすので主体を

明記すべき 

P46 

 

農林水産省が十分な量のワクチンを確保することにな

っていることから、「豚熱の予防的ワクチン接種」の国

の役割として「・接種ワクチンの確保」と記載。 

 

２ 高病原性鳥インフルエンザ発生に伴う修正 

 頁 対応 

① P2,12 「関西圏域の特定家畜伝染病の発生状況」、「「特定家畜伝染病」の概要」について、令

和2年11月に発生した高病原性鳥インフルエンザの発生・対応状況等を追記・更新。 

② P34ほ

か 

令和2年11月に関西圏を含め高病原性鳥インフルエンザが発生したことを踏まえ、「１ 

異常家畜の発見及び感染疑い等野生動物の確認と検査の実施」に、「【野鳥で感染が確認

された場合の対応】」を追記。 

あわせて他の箇所における野生動物関連の記載について、対象を整理して修正。 

 
（参考）パブリックコメントの結果 

（１）意見募集の期間  令和２年10月22日（木）～11月20日（金） 

（２）提出があった意見数 ４件 

（３）意見に対する広域連合の考え方 

   意見内容を検討した結果、プランの修正はなし（別紙資料２のおり） 

資料１ 


